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No.1、1994 年、29 ～ 73 頁。
　これらの 4 つの分類のうち、マーケティングへの応用を考えるにあたって特に押さえておき



















































クチコミである。そのうち 3 つに細分され、1 つめの情報提供型は積極的な情報提供により商
品への興味を確認するものである。2 つめの情報探索型は情報提供型で商品に興味を示した受
け手に対する判断基準になるような情報を与える。3 つめの観察型はクチコミ場面に居合わせ
た第 3 者による観察を通してその第 3 者が情報を得ることである 9）。図 3 はクチコミ伝播の 2
段階モデルを簡略化したものである。
図 3　クチコミ伝播の 2 段階モデル




情 報 提 供 型：











































































































































































































3） 上掲書、78 ～ 79 頁。
4） 上掲書、78 ～ 79 頁。











9） 上掲稿、34 ～ 35 頁。
10） たとえば、本節で言及している価格.com などがある。
11） 価格.com ホームページより。http://kakaku.com/qa/（2017 年 11 月 20 日確認）
12） Muniz and O’Guinn （1996） “Brand Community and the Sociology of Brands”, published abstract in K. 
Corfman and J. G. Lynch, Jr., （eds.）, Advances in Consumer Research, 23. に基礎概念が紹介されており、さ
ら に Muniz, A. M. Jr. and T. C. O’Guinn （2001）, “Brand Community”，Journal of Consumer Research, 27
（4）, pp.418 ～ 426. においてブランド・コミュニティの詳細な紹介がなされたている。また、ブラン
ド・コミュニティについては、隅田孝『若者市場論　～若者消費者の購買意思決定と若者市場マーケ
ティング～』、創成社、2006 年にも詳しく記述されている。
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